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超高齢社会の対応施策
～「７０歳現役社会」づくり～

福岡県
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Ⅰ なぜ「70歳現役社会」なのか
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■少子高齢化の進行と社会構造の変化

2035年には３人に１人が高齢者

2015年 生産年齢人口 2.3人で高齢者１人を支える

↓

2045年 生産年齢人口 1.4人で高齢者１人を支える

65.9%

「支えられる側」の高齢者が「支える側」として活躍
できる施策が必要

高齢者の意欲やニーズに応える施策が必要

2.3人で
１人を支える

1.4人で
１人を支える

■元気で、社会参加意欲の高い高齢者の増加

・大幅に伸びている平均寿命

1956年：男64歳､女68歳 → 2017年：男81歳､女87歳

・多くの高齢者は、お元気

要介護・支援認定を受けていない高齢者は全体の約８割

・高い就業意欲

高齢者の３人に２人が「70歳以降」「いつまでも」働きたい

“何歳まで働きたいか”の問いに、
約７割の高齢者が“70歳以降”を希望

内閣府「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」（2013年度）



■継続雇用支援

■転職・再就職支援

■多様な就労（派遣等）、起業支援

■高齢者を活用したﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの普及・拡大

①いきいきと働くことができる仕組みづくり

■ＮＰＯ・ボランティア活動や地域活動への
参加支援

■ソーシャルビジネス、コミュニティビジネス
への参加支援

Ⅱ 施策概要
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年齢にかかわりなく、それぞれの
意思と能力に応じて、

①働いたり、

②ＮＰＯ・ボランティア活動
などに参加し、

活躍し続けることができる
選択肢の多い社会

②共助社会づくりへの参加促進

「70歳現役社会」



Ⅲ 推進体制
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70歳現役応援センター

元気で活躍したい
高齢者

企業
NPO・ボランティア
地域づくり団体など

マッチング
（多様な選択肢を提供）

推進母体 福岡県70歳現役社会推進協議会
（構成：経済団体、労働者団体、ＮＰＯ団体、行政機関など18団体）

高齢者のための総合的な支援拠点



★福岡市

福岡地区

★久留米市

筑後地区

★
北九州市

北九州地区

★飯塚市

筑豊地区

７０歳現役応援センター
４つの機能

７０歳現役応援センターの
体 制

Ⅳ 福岡県70歳現役応援センター
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福岡オフィス

飯塚オフィス

久留米オフィス

北九州オフィス

４つの機能 体 制

① 高齢者の活躍の場の
拡大

② 就業・社会参加支援

③ 意識改革

④ ふくおか子育てマイスター
の拡大



■ 高齢者の求人開拓

・ 定年廃止、定年延長、継続雇用の導入を働きかけ

■ ７０歳まで働ける企業の拡大

① 高齢者の活躍の場の拡大

・ センター独自の求人開拓により、高齢者の雇用の場を拡大

② 就業・社会参加支援

■ 専門相談員による多様な選択肢の提案

■ コーディネーターによるマッチング
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【取組実績】（センター開所後６年間(2012年4月～2018年3月末) ）

高齢者向け求人開拓件数 ５，６７９件（２，５４６社）

制度導入済の企業 ５３６社（定年廃止８７社、定年延長１８１社、継続雇用２６８社）

【取組実績】（センター開所後６年間(2012年4月～2018年3月末) ）

利用登録者数 １３，７４７人

進路決定者数 ６，３９６人 2015年度 2016年度 2017年度

進路決定率 ４６．５％ （直近３年 52.1%  57.5%  53.1%）



③ 意識改革
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・中高年従業員を対象に、職場や地域で必要とされる

能力の維持・向上について説明

（2017年度 参加者数 432名）

■ 企業向けセミナー

■ 従業員向けセミナー

・企業経営者を対象に、高齢者雇用のメリット、

優良事例などを説明 （2017年度 参加企業数 346社）

④ ふくおか子育てマイスターの拡大

・子育て現場で活躍していただくため、研修を終了した

高齢者を 「ふくおか子育てマイスター」に認定

（認定者数（2012～2017年） 1,419人）

・センター内に「子育てマイスター」ＰＲコーナー

を設置

・子育てマイスター認定研修会や手続きを案内



■ ２０１４年４月
九州地方知事会の政策連合として、「九州・山口“70歳現役社会づくり”
研究会」を設置

■ ２０１５年３月
研究会において70歳現役社会に向けた報告書をとりまとめ

■ ２０１５年６月
「九州・山口70歳現役社会推進協議会」を設置

■ 九州・山口70歳現役社会推進協議会における
各県で一体となって行っている事業

・ 国への提言・要望

・ 共同施策パンフレット、優良企業等の事例集の作成

・ 九州・山口70歳現役社会推進大会の開催

2017年度 福岡県大会

2018年度 佐賀県大会

２ 70歳現役社会の県内各地域への波及 （２）企業の取組拡大１ 70歳現役応援センターの実績 （３）意識改革Ⅴ 九州･山口における“７０歳現役社会づくり”

［九州ロゴマーク］
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ただし、日本は、2015年までは総務省「国勢調査」
2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口

（2017年推計）」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果による。

70歳現役社会を福岡県から

長寿社会を実現した日本。次のステップとして、高齢者が社会で活躍し続ける “真に「幸福」

を実感できる長寿社会”を目指す。

韓国や中国でも、急速に少子高齢化が進んでいる。

福岡県の取組みをアジアにおける長寿社会のモデルへ。

8

「高齢化」の現場は「地方」。「地方」が、それぞれの地域、住民ニーズにあった施策を

展開し、国全体へ拡大させることが求められている。

日本の高齢化の道を、韓国・中国をはじめ
アジアも歩んでいる。



2019年に開催される国際イベント
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○期間 ２０１９年４月１１日（木）～１４日（日）
○場所 マリンメッセ福岡（福岡市博多区）
○出場国 ランキング上位６か国によるチーム戦
○種目 男子シングル、女子シングル、ペア、アイスダンス

○開催期間 ２０１９年９月２０日（金）～１１月２日（土）
○開催都市 日本全国１２開催都市
○参加チーム ２０チーム
○福岡会場 東平尾公園博多の森球技場（レベルファイブスタジアム）

９月２６日（木）１６：４５～ イタリア VS 敗者復活予選優勝チーム
１０月 ２日（水）１６：４５～ フランス VS アメリカ
１０月１２日（土）１９：４５～ アイルランド VS サモア



ありがとうございました。

福岡県知事 小川 洋


